








筑波大学附属桐が丘特別支援学校研究紀要 第44巻 2008年 97 
アシスティブテクノロジーを活用した教材・教具の開発作成
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東京都板橋区小茂根2丁目
Fig.12の画像投稿した地図作成サイト
7 他校との交流・連携
カメラリモコンは，栃木県のざわ特別支援学校，鳥取
県皆生養護学校，埼玉県立日高養護学校でも活用してい
る (Figl3)。実践報告や児童生徒が撮影した写真をML
等で情報交換している。
Fig.13 のざわ特別支援学校の児童が撮影した写真
8 他のカメラ撮影システム
これまでも様々な学校，企業，研究所が肢体不自由者
が写真を撮影するためのシステムを開発してきた。
最も自作しやすいものは，機構装置を使いカメラのシ
ャッターボタンを押しやすく工夫したものだろう。
また，高価ではあるが製品として販売されているもの
もある。大番ビル福祉サービスが販売している「呼気ス
イッチ型カメラ撮影システム」は，シャッター，ズーム
操作の他にカメラ本体のパン，チルト操作が可能である。
現在，受注生産となっている。
ドコモの iアプリである「SILKYPIXリモコンQR」
は，時間や費用の面から見ても，最も手軽に手に入るカ
メラ撮影システムだろう。サイトからデータをダウンロ
ードするだけで，携帯電話に搭載されている赤外線ポー
トを利用して，デジタルカメラのシャッター操作ができ
る。ただし，ズーム操作はできない。現在， PENTAX,
Canon, OLYMPUSのカメラに対応している。
http:／/www.isl.co.ip/RQRI 
9 今後の展開
カメラリモコンは，パンとティルトの操作ができない。
現在は付き添いの人がカメラの傾きを調節しているが，
撮影者のイメージに近い構図を保っためには，やはり，
撮影者本人が動かせることが最良だろう。パンとティル
トの操作ができれば，撮影する写真の幅も広がるだろう。
ベッドサイドの子どもは自らが移動して撮影をするこ
とが困難である。ラジコンなどにカメラを据え付けて操
作し，子どもの目の前にあるモニターに無線で画像を飛
ばすことができれば，ベッドサイドの子どもたちにも活
用できるかもしれない。また，いつも同じ位置や視点か
ら眺めている子どもに対して，今までとは違った視点や
高さからの画像・映像を提供することで，そのものに対
するイメージがより一層，深まるのではないだろうか。
今後もこれらのシステムの改善方法について，検討し
ていきたい。
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